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宮
崎
県
立
延
岡
星
雲
高
校
で
は
、
初

期
指
導
の
面
談
で
使
用
す
る
ツ
ー
ル
を

「
進
路
希
望
調
査
」
と
名
付
け
て
、
入

学
前
説
明
会
で
配
布
す
る
冊
子
に
と
じ

込
ん
で
生
徒
に
渡
し
、
入
学
式
当
日
の

Ｈ
Ｒ
で
回
収
し
て
い
る
。

　

希
望
進
路
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
中

学
生
か
ら
高
校
生
に
な
っ
た
と
い
う
緊

張
感
を
持
た
せ
、
生
徒
、
保
護
者
双
方

に
意
識
の
切
り
替
え
を
促
し
た
い
考
え

だ
。
し
か
し
、
現
在
の
書
式
に
な
っ
て

か
ら
数
年
が
経
過
し
て
い
る
が
、
冊
子

自
体
を
前
年
度
の
２
月
中
に
作
成
・
印

刷
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
内
容
を
十
分

に
吟
味
す
る
時
間
が
取
れ
な
か
っ
た
。

検
討
会
メ
ン
バ
ー

狙
い
と
機
能

中
学
生
か
ら
高
校
生
へ

意
識
の
切
り
替
え
を
促
す

宮崎県立延岡星雲高校・栁井健二先生
１年生ゴールデンウィーク前後の面談ツール

１
年
生

生
徒
理
解
を
深
め
る
面
談
ツ
ー
ル

自
校
の
指
導
ツ
ー
ル
を
他
校
の
教
師
と
共
に
検
討
し
、
各
校
の
生
徒
特
性
に
合
っ
た
形
へ
改
善
を
図
る
新
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
は
、
近
年
ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ
て
い
る
初
期
指
導
の
際
に
活
用
す
る
面
談
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
進
路
指
導
部
。

英
語
科
。「
知
恵
と
勇
気
を
ふ
り
絞
る
。
研
鑽
を
積
む
。
自

他
共
に
大
切
に
出
来
る
生
徒
を
育
て
る
」

教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
３
学
年
担
任
。

生
徒
指
導
部
。
数
学
科
。「
物
事
に
謙
虚
に
、
楽
し
く
取
り

組
む
大
切
さ
を
、
自
ら
の
姿
を
通
し
て
生
徒
に
教
え
た
い
」

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
主
幹
教
諭
。

渉
外
広
報
部
長
。英
語
科
。「
伯
楽
に
は
な
れ
な
い
が
、ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
係
と
な
っ
て
、
個
々
の
良
さ
を
照
ら
し
た
い
」

富
山
県
立

富
山
高
校　

金
田
幸
德　

か
ね
だ
・
ゆ
き
の
り

群
馬
県
立

下し
も

仁に

田た

高
校　

高
橋
真
人　

た
か
は
し
・
ま
さ
と

宮
崎
県
立

延の
べ

岡お
か

星せ
い

雲う
ん

高
校　

栁
井
健
二　

や
な
い
・
け
ん
じ

改良！指導ツール

進学・就職・その他の中から現
在の希望進路を選んだ上で、下
の①、②のいずれかを回答する
仕組みだが、「進学希望」と「就
職希望」の両方の欄に記入して
くるケースも見られる。

入学直後の生徒は大学や学部・学
科に関する知識が十分ではない。
そのため、国公立大を志望してい
るのにもかかわらず、地元の私立
大名を書いたり、「宮崎大法学部」
などと実在しない学部名を書いた
りする生徒もいる。

この時期、生徒や保護者が学校に提
出しなければならない書類はとても
多い。そのため、家庭内で十分に進
路について話し合えないまま提出す
るケースも少なくない。
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検討

BeforeBB AfA terff

栁
井　

１
年
生
の
初
期
指

導
時
の
面
談
で
使
用
す

る
「
進
路
希
望
調
査
」
は
、

生
徒
が
高
校
生
へ
と
意
識
を
切
り
替
え
る

き
っ
か
け
と
、
担
任
の
生
徒
理
解
の
資
料

と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
生

徒
の
人
間
関
係
や
中
学
校
で
の
様
子
を
知

り
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
別
の
ツ
ー

ル
を
活
用
し
て
い
る
担
任
も
い
ま
す
。

金
田　

本
校
で
は
、
４
月

は
学
習
ス
タ
イ
ル
を
確
立

す
る
こ
と
を
優
先
し
、
具

体
的
な
大
学
名
を
聞
く
の
は
、
夏
以
降
の

個
人
面
談
か
ら
に
し
て
い
ま
す
。

高
橋　

以
前
、
入
学
式
後

の
Ｈ
Ｒ
で
、
中
学
校
ま
で

で
自
ら
積
極
的
に
取
り
組

ん
だ
こ
と
や
、
悩
み
が
あ
る
時
の
相
談
相

手
な
ど
を
書
か
せ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
高
校
卒
業
後
は
ど
う
す
る
？
」
と
急
か

す
よ
り
は
、
生
徒
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
や

家
庭
環
境
を
理
解
し
た
か
っ
た
の
で
す
。

栁
井　

自
己
肯
定
感
の
低
い
生
徒
が
少
な

く
な
い
こ
と
が
本
校
で
は
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
中
学
校
時
代
に
頑
張
っ
て
き
た

こ
と
や
自
信
が
あ
る
こ
と
を
語
ら
せ
る
こ

と
で
、
面
談
を
生
徒
が
前
向
き
に
な
る
場

に
出
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

金
田　

入
学
時
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
指
導
す
る
の
で
す
が
、
他
人
を

傷
つ
け
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
自

分
を
知
り
、
自
分
を
大
切
に
す
る
気
持
ち

が
不
可
欠
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
自
分
に

自
信
を
持
ち
、
自
分
を
大
事
に
す
る
こ
と

が
出
来
れ
ば
、
相
手
を
尊
重
し
、
大
切
に

出
来
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
。
そ
う
し

た
面
で
も
、
生
徒
に
自
分
の
よ
り
ど
こ
ろ

を
書
か
せ
る
効
果
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

高
橋　

私
は
、
生
徒
に
面
談
シ
ー
ト
を
全

て
埋
め
さ
せ
る
こ
と
を
あ
ま
り
重
視
し
て

は
い
ま
せ
ん
。
本
校
に
は
、
そ
も
そ
も
書

く
こ
と
が
苦
手
な
生
徒
が
多
い
で
す
し
、

自
分
に
つ
い
て
文
字
で
表
現
す
る
こ
と
を

た
め
ら
う
生
徒
も
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

面
談
の
中
で
思
い
を
引
き
出
す
こ
と
が
重

要
で
す
。「
高
校
生
活
は
ど
う
？
」
な
ど

と
あ
え
て
漠
然
と
し
た
質
問
を
投
げ
掛

け
、
何
を
話
す
か
は
生
徒
に
任
せ
て
い
ま

す
。
生
徒
が
話
し
た
い
こ
と
に
耳
を
傾
け

る
と
い
う
姿
勢
を
見
せ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

金
田　

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
で
き
る
生
徒
は
、

面
談
で
も
自
ら
ど
ん
ど
ん
話
し
ま
す
。
面

談
ツ
ー
ル
は
、
語
り
た
が
ら
な
い
生
徒
の

思
い
を
引
き
出
す
き
っ
か
け
と
し
て
活
用

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
と
に
か
く
全
て
を

書
か
せ
よ
う
と
せ
ず
、「
一
生
懸
命
考
え

て
書
け
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
で
構
わ

な
い
」と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
、書
け
な
か
っ

た
理
由
を
面
談
で
生
徒
と
一
緒
に
考
え
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

栁
井　

入
学
時
点
で
知
り
た
い
の
は
、
志

望
す
る
大
学
名
よ
り
も
生
徒
の
思
い
で

す
。
例
え
ば
、生
徒
が
抱
い
て
い
る
の
は
、

地
元
へ
の
こ
だ
わ
り
な
の
か
学
問
へ
の
興

味
な
の
か
な
ど
を
見
極
め
た
い
で
す
ね
。

課題と解決策

中
学
校
時
代
を
振
り
返
り
、
自
分
の
よ
り
ど
こ
ろ
や

自
信
の
源
を
見
つ
け
さ
せ
る

書
け
な
い
こ
と
を
受
け
入
れ
る
。
書
け
な
い
理
由
を

面
談
で
掘
り
下
げ
、
生
徒
の
内
面
を
把
握
す
る

大
学
や
学
部
・
学
科
に
つ
い
て
の
知
識
が
な
い
こ
の

時
点
で
は
、
進
路
を
考
え
る
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る

生
徒
の
思
い
を
見
極
め
る

検討会で明らかになった課題を踏まえ
1年生初期指導の面談ツールを改良！

次ページで紹介します。

改良！指導ツール

123

高
校
生
へ
の
切
り
替
え
を
急
ぐ
よ
り
も

生
徒
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
確
認
す
べ
き
？

宮
崎
県
立
延
岡
星
雲
高
校

◎
全
日
制 

／
普
通
科
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
科
／
共
学

／
１
学
年
約
２
０
０
人

◎
２
０
１
４
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国

公
立
大
は
、
横
浜
国
立
大
、
広
島
大
、
宮
崎
大
な
ど

に
36
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
明
治
大
、
同
志
社
大
、

福
岡
大
な
ど
に
延
べ
１
５
５
人
が
合
格
。

群
馬
県
立
下
仁
田
高
校

◎
全
日
制 

／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
80
人
／

２
年
次
か
ら
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

ス
、
カ
ル
チ
ャ
ー
コ
ー
ス
の
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
る

◎
２
０
１
４
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）
／
４
年

制
大
進
学
４
人
、
専
門
学
校
進
学
21
人
、
就
職
36
人
。

富
山
県
立
富
山
高
校

◎
全
日
制 

／
普
通
科
・
探
究
科
学
科
／
共
学
／
１

学
年
約
２
８
０
人

◎
２
０
１
４
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国

公
立
大
は
、
東
京
大
、
京
都
大
、
名
古
屋
大
、
金
沢

大
な
ど
に
２
１
４
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義

塾
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
４
２
０
人
が
合
格
。

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

＊プロフィールは2015年３月時点のものです
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「
進
路
希
望
調
査
」
を
「
未
来
づ
く

り
シ
ー
ト
」
と
し
、
中
学
校
ま
で
の
経

験
（
印
象
に
残
っ
た
こ
と
、
充
実
感
を

覚
え
た
こ
と
な
ど
）
を
土
台
に
し
て
、

高
校
で
の
未
来
づ
く
り
が
始
ま
る
こ
と

を
意
識
さ
せ
た
い
と
考
え
た
。

　

最
初
に
「
未
来
づ
く
り
の
土
台
」
の

項
目
で
、
中
学
校
時
代
の
状
況
を
聞
き
、

生
徒
の
強
み
や
よ
り
ど
こ
ろ
、
人
間
関

係
を
把
握
。
そ
し
て
、「
つ
く
り
た
い
未

来
」
の
項
目
で
は
、
大
学
・
学
部
名
よ

り
も
そ
こ
を
志
望
す
る
理
由
、
更
に
高

校
生
活
全
体
の
目
標
を
聞
く
こ
と
で
、

生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
な
が
ら
、

生
徒
理
解
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

　

な
お
、
未
来
づ
く
り
シ
ー
ト
に
教
師

か
ら
保
護
者
へ
の
発
信
欄
を
設
け
る
か

ど
う
か
は
意
見
が
分
か
れ
た
。
高
橋
先

生
か
ら
は
「
保
護
者
に
子
ど
も
の
状
況

を
伝
え
、
学
校
に
対
し
て
ア
ン
テ
ナ
を

張
っ
て
も
ら
い
た
い
。
担
任
が
コ
メ
ン

ト
を
書
く
こ
と
が
負
担
な
ら
、
学
年
全

体
で
生
徒
の
状
況
を
分
析
し
、
学
年
通

信
と
し
て
発
信
し
て
は
？
」
と
い
う
提

案
が
あ
っ
た
。
一
方
で
、
金
田
先
生

は「
５
月
に
は
保
護
者
会
が
あ
る
の
で
、

こ
の
時
期
は
生
徒
と
の
関
係
性
構
築
の

た
め
に
、
よ
り
多
く
の
時
間
を
割
き
た

い
」
と
い
う
考
え
だ
っ
た
。
保
護
者
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
や
時
期
に
つ
い

て
は
、
学
校
の
方
針
や
生
徒
・
保
護
者

特
性
に
応
じ
て
決
定
す
べ
き
だ
ろ
う
。

改
訂
後
の
狙
い
と
機
能

中
学
校
時
代
ま
で
の
経
験
が
土
台
と
な
り

高
校
生
活
を
つ
く
る
こ
と
を
伝
え
る

1年生初期指導の面談ツール「未来づくりシート」

未来づくりシート
1年（　　）組（　　）番　名前（　　　　　　　　　　　　　　　）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

出身中学校 住所

生年月日 ニックネーム

趣味 星座

未
来
づ
く
り
の
土
台

•自ら取り組んできたことで、一番印象に残っていること、やってきて充実感を覚
えたことは何ですか？

•困ったことや悩みがあった時に誰に相談してきましたか？

•中学生と高校生の違いは何だと思いますか？

•長所と短所を自己分析すると……？

つ
く
り
た
い
未
来

•頑張って勉強したい教科・科目を２つ挙げ、その理由も教えてください。

　 教科・科目名　　　　　　　　　理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 教科・科目名　　　　　　　　　理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

•高校生活での目標を１つ教えてください。
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

•学校行事や部活動など、特に楽しみにしていること、頑張りたいことを教えてく
ださい。
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

•希望している卒業後の進路は？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

君
の
決
意

•高校生活の目標を達成するために、こんなことに挑戦してみたい、頑張りたいと
いうことがあれば教えてください。

〈君の目標が実現するように、先生たちもサポートしていきます。一緒に頑張りましょう！〉

長所 短所

大学・学部などが分かっている人は
出来るだけ具体的に

希望する理由

入学前後に生徒に「未来づくりシート」
を配布し、面談前に回収

中学校時代の経験、友人関係や家庭の様子、
希望進路の理由などを中心に面談。
シートの未記入部分については、
記入できない・しない理由を探る

面談結果を学年会で
報告するなどして、

特に気になる生徒を中心に
学年団内に周知する

５月の連休明けなど、生徒の体調や
心の状態が特に気になる時期には、
学年全体で見守り、声掛けを行う

活用の流れ

未
1

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

未
来
づ

富山高校では、4月に配布す
る「個人面接票」で、ニック
ネームや星座など、誰もが気
軽に書ける項目も設けてい
る。更に、趣味や特技などを
書かせることで、面談ツール
に対する精神的なハードルを
一層下げることが出来る。

つ
く
り
た
い
未
来

•

•

•

•

「頑張って勉強したい教科・
科目」の項目では、得意教科
と苦手教科のどちらを挙げる
かは生徒に任せる。重要なの
は、その教科・科目を頑張り
たい理由であり、生徒によっ
てはそこから進路観を探るこ
とも出来る。同様に、希望進
路を詳しく聞くよりも、その
理由に注目する様式とした。

覚 高校入学までを振り返り、自
分が主体的に取り組んできた
活動や長所を書かせること
で、自分のよりどころを意識
させる。高校に入ってこれま
での自分を全てリセットする
のではなく、自分の持ってい
る良さは高校生活の土台とな
ることを理解させる。

卒業後の進路をどのよう
に聞くかは、その高校の
生徒の志望傾向によって
様々な工夫が出来そうだ。
→P.35「生徒に高い目標
を持たせる仕掛けのアイ
デア」参照

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（http://berd.benese.jp）からダウンロードできます。
「HOME →教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。
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BeforeBB AfA terff

栁
井　

中
学
校
ま
で
の
自

分
を
振
り
返
り
な
が
ら
自

己
肯
定
感
を
高
め
る
と
い

う
狙
い
で
あ
れ
ば
、
そ
の
意
図
が
生
徒

に
伝
わ
る
よ
う
に
、「
未
来
づ
く
り
シ
ー

ト
」「
ド
リ
カ
ム
シ
ー
ト
」
な
ど
、
心
楽

し
く
な
る
シ
ー
ト
名
が
良
い
で
す
ね
。

金
田　

書
き
た
く
な
る
も

の
や
、
書
き
や
す
い
も
の

で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
生

徒
の
本
音
が
出
て
き
や
す
い
と
思
い
ま

す
。
本
校
で
は
、
個
人
面
接
票
に
ニ
ッ

ク
ネ
ー
ム
や
星
座
な
ど
、
気
軽
に
書
け

る
項
目
を
設
け
て
い
ま
す
が
、
そ
う
し

た
誰
も
が
書
け
る
内
容
を
埋
め
て
い
く

中
で
、
ぽ
ろ
り
と
本
音
が
こ
ぼ
れ
る
よ

う
な
シ
ー
ト
に
し
た
い
で
す
。
そ
も
そ

も
、
つ
い
最
近
ま
で
中
学
生
だ
っ
た
生

徒
に
、
４
月
の
段
階
で
具
体
的
な
志
望
校

を
書
か
せ
る
必
要
性
は
あ
ま
り
高
く
あ
り

ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
高
校
で
頑
張
り
た
い

こ
と
・
挑
戦
し
た
い
こ
と
と
、
夢
や
希
望

進
路
の
理
由
を
聞
い
た
方
が
、「
未
来
づ

く
り
シ
ー
ト
」
ら
し
い
で
す
。

栁
井　

素
直
な
生
徒
ほ
ど
、「
ひ
と
ま
ず

国
公
立
大
の
名
前
を
書
い
て
お
け
ば
喜

ぶ
は
ず
」
と
、
教
師
や
保
護
者
に
受
け

入
れ
ら
れ
る
志
望
を
書
こ
う
と
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
い

く
ら
志
望
先
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
で
意
味

は
な
い
で
す
。
知
り
た
い
の
は
、「
何
を

し
た
い
の
か
」と
い
う
生
徒
の
思
い
で
す
。

高
橋　

中
学
校
時
代
に
教

師
に
認
め
ら
れ
た
経
験
が

少
な
い
生
徒
ほ

ど
、
教
師
に
夢
を
語
り
た
が
り

ま
せ
ん
。「
未
来
づ
く
り
シ
ー

ト
」を
回
収
す
る
ま
で
の
期
間
、

様
々
な
声
掛
け
を
通
し
て
「
先

生
は
夢
を
応
援
す
る
サ
ポ
ー

タ
ー
な
ん
だ
」
と
理
解
さ
せ
た

い
で
す
。「
今
週
は
遅
刻
し
て

い
な
い
ね
。
頑
張
っ
て
い
る

ね
」
な
ど
と
声
を
掛
け
、
気

持
ち
良
く
学
校
に
来
さ
せ
て
、

「
こ
こ
に
は
自
分
の
居
場
所
が

あ
る
の
だ
」
と
感
じ
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

金
田　

本
音
を
引
き
出
す
の
は
、
シ
ー

ト
で
は
な
く
面
談
で
す
か
ら
、
書
け
な

い
こ
と
を
責
め
る
必
要
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
と
は
い
え
、
書
く
こ
と
を
求
め

る
こ
と
は
悪
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
高
校
で
は
、
自
分
の
考
え
を
論
理
的
に

説
明
す
る
力
が
求
め
ら
れ
る
」
と
生
徒
に

覚
悟
さ
せ
る
こ
と
は
と
て
も
大
事
で
す
。

栁
井　

若
手
の
頃
は
、
こ
う
し
た
シ
ー

ト
に
記
入
で
き
て
い
な
い
箇
所
が
あ
る

と
、「
な
ぜ
書
い
て
い
な
い
の
か
」
と
厳

し
く
指
導
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、「
書

か
な
い
」
と
い
う
こ
と
も
生
徒
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
１
つ
で
あ
り
、
生
徒
理
解
の
材

料
だ
と
い
う
意
見
に
は
、
納
得
感
が
あ

り
ま
す
。
以
前
、
先
輩
の
先
生
に
「
面

談
で
は
沈
黙
に
も
意
味
が
あ
る
ん
だ
よ
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
全

て
を
生
徒
の
サ
イ
ン
と
し
て
受
け
止
め

る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
改
め
て
実
感

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ま
ず
は
生
徒
の
土

台
と
な
っ
て
い
る
中
学
校
時
代
を
振
り

返
ら
せ
、
そ
れ
を
教
師
と
共
有
す
る
こ

と
で
、
生
徒
に
自
信
を
持
た
せ
る
と
い

う
考
え
方
に
は
、
正
直
、
目
か
ら
鱗
が

落
ち
る
思
い
で
し
た
。
自
校
に
持
ち
帰
っ

て
、
ど
う
取
り
入
れ
る
か
検
討
し
ま
す
。

●生徒に高い目標を持たせる仕掛けのアイデア

•希望している卒業後の進路は？

•志望大学いずれかに○
北海道大・東北大・東京大・富山大・金沢大・名古屋大・京都大・
大阪大・九州大・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

•理由

•志望学部系統いずれかに○
人文・外国語・法・経済・経営・商・社会・国際関係・教育・生活科学・
芸術・医・歯・薬・理・工・農・体育・その他（　　　　　　　　　）

•理由

中
学
校
時
代
の
楽
し
さ
や
充
実
感
を
土
台
に

未
来
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
を
伝
え
る

改良！指導ツール

富山高校の場合、入学直後に志望大名を詳しく聞くことはしない。６
月以降に配布する志望調査票では、生徒に高い目標を意識させるため、
志望者が多い難関大の名前をあらかじめ記載しておき、志望する大学
に○を付けさせるようにしている。上記のような工夫により、難関大
志望を表明することへの抵抗感を軽減することが出来るだろう。
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